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平成29年11月１日

農林水産省消費・安全局動物衛生課

最近の家畜衛生をめぐる情勢について

高・低病原性鳥インフルエンザ対策の概要

• 海外の発生情報の収集及び水際検疫体制の確立。

• 家きん・野鳥のモニタリングによる監視及び異常家きん等の早期発見・早期通報の徹底。

• 農場の飼養衛生管理の徹底による発生予防対策の実施。

• 防疫演習や緊急防疫対応等の危機管理体制の構築。

• 発生時の殺処分及び移動制限などの迅速なまん延防止対策の実施。

まん延防止対策
このイメージは、現在表示できませ
ん。

イメージを表示できません。メモリ
不足のためにイメージを開くこと…

まん延防止対策

万が一の発生時には・・・

発生国・地域

発生予防対策
このイメージは、現在表示できませ
ん。

イメージを表示できません。メモリ
不足のためにイメージを開くこと…
発生予防対策発生予防対策

水際検疫
・発生情報の収集
・発生国・地域からの
家きん、家きん肉等の

輸入停止

野鳥のモニタリング 家畜保健衛生所

モニタリング

農場の飼養衛生

管理の徹底

・防鳥ネット等の各種侵入防止対策
・鶏舎内外の整理・清掃・消毒
・鶏の健康管理
・従業員の知識習得

・早期発見・早期通報
・殺処分、焼・埋却、消毒
・移動制限と清浄性確認の検査
・衛生条件の確認による鶏卵の出荷等
・感染経路の調査
・損失に対する互助補償等

家畜保健衛生所

・異常家きんの
早期発見・早期
通報の徹底

関係者間の連携・

連絡体制の構築

発生農場

清浄国に復帰
野鳥・野生動物、人・車両、飲用水・飼料等の

汚染からの侵入防止

・空海港での
靴底消毒

高病原性鳥インフルエンザ防疫指針により我が国の清浄性を維持

資料２
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注1）遺伝子検査がＨ５亜型陽性又は簡易検査が陽性※により、疑似患畜と判定した日。
注2）飼養羽数は、患畜、疑似患畜の羽数。（四捨五入しており、内訳の合計は総数に合わない。)

発生概要（全９道県 12農場 約166.7万羽）
農林水産省
対策本部

防疫対応状況（予定は最短の場合）

措置完了日（０日目） 10日目 21日目

防
疫
対
応
終
了

事例 発生日注1 発生場所
飼養羽数注2

/種別
防疫措置

（殺処分、消毒等）

清浄性
確認検査

搬出制限区域
解除

移動制限区域
解除

① 青森県
2016年

11月28日
青森市

約1.8万羽
あひる

11月28日
11月29日開始
12月 ５日完了

12月16日開始
12月21日完了

12月21日解除 12月27日解除

② 新潟県
2016年

11月29日
関川村

約31万羽
採卵鶏

11月28日
11月29日開始
12月 ５日完了

12月16日開始
12月20日完了

12月20日解除 12月27日解除

③ 新潟県
2016年

11月30日
上越市

約24万羽
採卵鶏

11月30日
12月１日開始
12月６日完了

12月17日開始
12月21日完了

12月21日解除 12月28日解除

④ 青森県
2016年

12月２日※ 青森市
約4,700羽

あひる
12月２日

（持ち回り）

12月２日開始
12月５日完了

12月16日開始
12月21日完了

12月21日解除 12月27日解除

⑤ 北海道
2016年

12月16日
清水町

約28万羽
採卵鶏

12月16日
12月17日開始
12月24日完了

１月４日開始
１月10日完了

１月10日解除 １月15日解除

⑥ 宮崎県
2016年

12月19日
川南町

約12万羽
肉用鶏

12月19日
12月20日開始
12月21日完了

１月１日開始
１月５日完了

１月５日解除 １月12日解除

⑦ 熊本県
2016年

12月27日
南関町

約9.2万羽
採卵鶏

12月26日
（持ち回り）

12月27日開始
12月28日完了

１月８日開始
１月12日完了

１月12日解除 １月19日解除

⑧ 岐阜県
2017年

１月14日
山県市

約8.1万羽
採卵鶏

１月14日
１月14日開始
１月17日完了

１月28日開始
２月１日完了

２月１日解除 ２月８日解除

⑨ 宮崎県
2017年

１月24日
木城町

約17万羽
肉用鶏

１月24日
１月25日開始
１月26日完了

２月６日開始
２月10日完了

２月10日解除 ２月17日解除

⑩ 佐賀県
2017年
２月４日

江北町
約7.1万羽
肉用種鶏

２月４日
（持ち回り）

２月４日開始
２月６日完了

２月17日開始
２月21日完了

２月21日解除 ２月28日解除

⑪ 宮城県
2017年

３月24日
栗原市

約22万羽
採卵鶏

３月23日
３月24日開始
３月27日完了

４月７日開始
４月11日完了

４月11日解除 ４月18日解除

⑫ 千葉県
2017年

３月24日
旭市

約6.2万羽
採卵鶏

３月23日
３月24日開始
３月27日完了

４月７日開始
４月11日完了

４月11日解除 ４月18日解除
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平成28-29年シーズンにおける高病原性鳥インフルエンザの発生について

総理指示（11月28日～30日）

○ 家きん業者に対し、厳重な警戒を要請するとともに、予防措置
について適切な助言を行うこと。

○ 現場の情報をしっかり収集すること。

○ 鳥インフルエンザと考えられる家きんが確認された場合、農林
水産省はじめ関係各省が緊密に連携し、徹底した防疫措置を迅
速に進めること。

○ 国民に対して正確な情報を迅速に伝えること。

平成28-29年シーズンにおける高病原性鳥インフルエンザの発生について
（鳥インフルエンザ事案）
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平成28年度の高病原性鳥インフルエンザ（H５N６亜型）の発生について

発生日 農場所在地 飼養状況
防疫措置※完了

※殺処分、埋却、
消毒

自衛隊派遣人数
（延べ人数）

11/28 青森県青森市 あひる 約1.8万羽（9舎） 12/5 -

11/29 新潟県関川市 採卵鶏 約31万羽（24舎） 12/5 1,685人

11/30 新潟県上越市 採卵鶏 約24万羽（10舎） 12/6 1,090人

12/2 青森県青森市 あひる 約4,700羽（２舎） 12/5 -

12/16 北海道清水町 採卵鶏 約28万羽（22舎） 12/24 2,415人

12/19 宮崎県川南町 肉用鶏 約12万羽（11舎） 12/21 280人

12/27 熊本県南関町 採卵鶏 約9.2万羽（11舎） 12/28 430人

1/14 岐阜県山県市 採卵鶏 約8.1万羽（４舎） 1/17 425人

1/24 宮崎県木城町 肉用鶏 約17万羽（10舎） 1/26 550人

2/4 佐賀県江北町 肉用種鶏 約7.1万羽（16舎） 2/6 300人

3/24 宮城県栗原市 採卵鶏 約22万羽（８舎） 3/27 1,610人

3/24 千葉県旭市 採卵鶏 約6.2万羽（３舎） 3/27 320人

～疫学調査チームからの提言～

○ 近年の国際的な発生動向、渡り鳥のルート等を考慮すると、今後も秋以
降、本病ウイルスの我が国への侵入リスクは高いと言わざるを得ない

○ このため、今回の疫学調査の結果に基づき、飼養者、都道府県、国を始め
とする全ての関係者に対する今後の防疫対策のあり方を提言し、平成29年
度シーズンに向け、関係者が一体となって更なる厳重な防疫体制を構築

疫学調査報告書及び疫学調査チームからの提言

今般の一連の発生事例では、

○ ウイルスに感染した渡り鳥が日本に多く飛来することで、日本全国にウイルスが持
ち込まれたこと

○ 渡り鳥が飛来する可能性がある池、沼、川等が発生農場周辺にあり、環境中に多
くのウイルスが存在していたこと

○ 人・車両又は野鳥を含む野生動物により農場内にウイルスが持ち込まれたこと

○ ネズミ等の何らかの野生動物や家きん舎内に立ち入る人の手指、衣服又は靴底
等に付着することで家きん舎内に持ち込まれたこと

等の可能性が高いと考えられた。

鶏舎周辺のイタチ
ケージ内に侵入して

いるクマネズミ
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家きん舎

【衛生管理区域】

車両消毒

フェンス設置

入場者等の記録

専用の服や靴の使用

家きん舎周辺の
整理・整頓

家きん舎周囲の
樹木の剪定

消毒の実施

出入りの最小限化
消毒液の定期的交換

家きん舎毎の消毒

家きん舎専用の靴使用

壁等の破損修繕 金網等の破損修繕

排水溝等からの
侵入防止対策

（鉄格子の設置）

ねずみ対策
（トラップ設置）

集卵・除糞ベルトの
開口部の隙間対策

① 人・物・車両によるウイルスの持ち込み防止
・ 衛生管理区域、家きん舎への出入りの際の洗浄・消毒の徹底
・ 衛生管理区域専用の衣服、靴、家きん舎ごとの専用の靴の使用
・ 上記措置の記録

② 野生動物対策
・ 防鳥ネットの設置・修繕、壁の破損・隙間の修繕
・ 家きん舎周囲の清掃、整理・整頓
・ 上記措置の定期点検

予防対策の重要ポイント

小規模な家きん飼養農場における取組事例

漁網やネット等を活用した
野生動物の侵入防止対策

消石灰の散布や踏込消毒槽の
設置による消毒の徹底

寒冷対策を兼ね、シートを張った
野生動物の侵入防止対策
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平成29年シーズンに向けた農林水産省の取組

４月
○全国家畜衛生主任者会議の開催

都道府県、関係機関等から250名を集め、平成28年度における発生時の防疫
対応等について、意見交換及び情報共有

６月
○疫学調査報告書取りまとめ、防疫体制の強化

平成28年度の発生に係る疫学調査報告書を踏まえ、平成29年度のシーズン
を迎える前までに事前に防疫体制を強化するよう、都道府県に指導

６-９月
○防疫演習を実施

都道府県等において、発生時を想定した机上演習及び実動演習を実施

９月

○防疫対策の強化について
シーズン直前に防疫対策を強化するよう、都道府県に指導

○日中韓等東アジア地域シンポジウムの開催
中国、韓国、モンゴルの専門家から疾病の発生状況、防疫対応等に関する

発表を行うとともに、意見交換・情報交換を実施（平成23年から毎年開催。
今回は７回目）

○鳥インフルエンザ防疫対策強化推進会議の開催
都道府県、関係機関等から160名を集め、防疫体制の強化や関係者間の意思

統一を図り、防疫対策に万全を期することを確認

このほかに、諸外国における鳥インフルエンザの発生状況について、随時都道府県等関
係者に情報提供を実施

（参考）平成28年度における高病原性鳥インフルエンザ等対応関係府省庁の対応実績

【内閣府食品安全委員会】
食品の安全性に関する情報提供

【警察庁】

関係都道府県警察における警戒等防疫作
業に対する支援活動

【金融庁】
金融機関への金融円滑化要請

【消費者庁】
消費者への情報提供

【総務省】
消防機関との連絡調整

【財務省】

消毒ポイント等として活用可能な国有地の
情報提供

【文部科学省】
教育機関への情報提供

【厚生労働省】

都道府県衛生部局への情報提供・注意喚起、
家きん農場の従業者の健康状態の把握、防疫
作業従事者の感染防御策の徹底等の指示

【農林水産省】
防疫措置

【国土交通省】

車両用消毒マット・消毒噴霧器の設置への協
力、防疫作業実施のための散水車・照明車の
貸与

【環境省】
野生動物の監視

【防衛省】
自衛隊法に基づく災害派遣要請への対応
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